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内 容 抄録

 昭和10年ヨリ同12年二士ル石川縣健康相談所二於ケ

ル統計報告ノ前編デアツテ，種々ナル事業成績煎二非

結核性疾患二幅テノ統計的成績ヲ牧鋒シタ．始メニ府

並立健康相談所ハ結核豫防相談所ナル所以ヲ説キ，i欠

目現在行ヒツツアル事業ヲ紹介シ，其ノ機能が年ト共

二護展払出シツッアルコトヲ数字ヲ以テ解説シ，非結

核牲疾患ハ更二之ヲ16ノ所属系統二分ケテ表示シ，呼

吸器系統ノ疾患，潜在乃至初期脚氣，肋間帥経痛等ノ

如キ結核二共有ノ自畳症ヲ呈スル疾患が年・セ増加シ，

之二反シ常識的二判断シテー見結核ト何等關係ヲ有セ

ザル疾患ハ漸次其ノ数ヲ減ジテヰルコトヲ示シ，他方

診察ノ結果異常ヲ護見シ得ザルモノノ來訪撒ガ，年々

躍進的二激増シテヰルノハ個人乃至高知ノ結核応診が

漸増スル爲デアツテ，結核早期診断別封スル理解ノ深

マリト考ヘラレ，更二年齢的二上テモ所謂結核年齢ト

繕セラルル15歳ヨリ24歳迄ノモノが最モ多イ事ヲ示シ

テヰル．即チ之ヲ要約スレバ結核相談所二於テハ非結

核性患者ト錐モ其ノ來所ノ目的が漸i欠相談所ノ希望ス

ペキ方向二動キツツアル事が敷字的二如實二示サレテ

ヰル，
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1580 申島・竹谷

第1章ハシガキ
 本編ハ昭和10年1月ヨリ同12年末二至ル3年

聞ノ石川縣健康相談所二於ケル種々ナル成績ヲ

統計的二品録シタモノデアル．

 府晶晶健康相談所ハ周知ノ如ク結核豫防相談

所デァツテ，結核療養所ト二二結核豫防施設ノ

i基礎iヲナスモノデアリ，記者が完備シテ山田テ

結核豫防ノ實が學ゲ得ラレル．

 序品ヂハ之ヲAuskunfts－und Ftirsorges tellen

ト稻シテ居り，英米佛等；ノ1）ispens ary， Dlspe11－

saireト云フモノモ大治之1・ 一致シテヰル．

 其ノ設備二二テ点心費府ノHenry phipps－

Instituteノ如キ共ノ代表的ノモノデアリ，其ノ

機能ノ艘潮サニ於テ一同國フレミンガム町ノ相

談所ノ如キハ世界ノ模範トスル」＝足ルモノデア

ラウ．

 結核血忌相談所ハ結核死亡100人乃至人口10

萬二封シテ1ケ所ヲ設置スルヲ以テ適當トセラ

レテヰル．

 本邦＝於テハ昭和7年度カラ「ラヂオ納付金

ニヨル結核豫防施設トシテ結核豫防相談所が創

立セラレ，7年度二26ケ所，8年度＝ハ19ケ所，

9年度ニハ17ケ所，10年度ニハ14ケ所，11年度

ニハ16ケ所ト漸次累増シテ92ケ所ノ常設相談所

及丙種相談所ヲ合シテ129相談所トナリ，更二

昭和12年度ニハ常設相談所31ケ所，乙50ケ所，

丙種相談所48ケ所合計129ケ所が増設セラレテ

ヰル，

 上述ノ中甲種相談所ハ2名以上ノ山師，4名

以上ノ看護婦及1名ノ事務員ヲ置キX線装置ノ

設備ヲ有スルモノヂアリ．乙ハ讐師1名看護婦

2名ヲ置クヲ立前トシテヰル．

 石川縣ハ金澤市二1ケ所ノ甲種健康相談所ヲ

有シ，馨師2名，看護婦3名，事務員1名，滑

面夫1名ヲ以テ組織サレテヰル．

 「レントゲン装置二二太陽燈浴室ノ設備ヲ有

シ，i次ノ如キ機能ヲ獲揮シツ・アル．

1．相談及診断

2．結核特殊治療（主トシテ人工氣胸療法）

3．患者ノ入院斡旋

4．外來患者ノ指導保護

5，在宅患者二三スル訪問ニヨル指導保護

6．患者家族二二スル豫防指導

7．結核死亡者家庭訪問二選ル家屋消毒並二遺家族

  ノ健康診断勘誘

8．恢復期二於ケル指導保護

9．公衆二封スル結核豫防撲滅二關スル指導心霊

10．虚弱兜童二封スル太陽燈照射

 尚ホ本馬相談所ノ創設ハ昭和9年デアルガ，

外外ハ普通民家ノ庇ヲ借りテ開設シタモノヂ，

其ノ存在ノ微々タル殆ンドー般ノ認識ヲ得ル＝

至ラナカツタ．

 軍器テ10年2月二現在ノ味喉藏町へ戸車シタ

ノヂアツタガ，移轄早々主任讐タル中島が病床

二臥シ，爾來3ケ月讐師1人ニテ診療二從事シ

ナケレバナラナクナリ，甚ダシク機能ノ秘計ヲ

訣クノ不幸山際愈シタノデアツタガ，中島ノ全

快ト前後シテX線装置ノ設備ナリ同年6月頃ヨ

リ相談所トシテ本格的ノ機能ヲ獲麟シ得ル逆送

ツタ．

 爾來職員一同ノ大ナル努力ニヨリ漸次；相談所

ノ事業二封スル耳管一般ノ認識ヲ得ルニ至り，

訪所者モ逐年増加ノー途ヲ辿り，現在＝一於テハ

共ノ成績二瀬テ全國和談所ノ優位ヲ占ムルニ至

ツタコトハ，我々ノ窃カニ悦トスル所ヂアル．

本甲＝於テモ，此ノ度235床ヲ有スル馬立結核

療養所が新設サレタノデ，之ト相倹ツテ健康相

談所モ谷々共ノ機能ノ圓滑ヲ期シ得ル事ト信ズ

ノレ。

 同馬蝿所創始以來ノ大部分ヲ診療二從ツタ著

者等ノニ人ガ，今度年立結核療養所讐王園二韓

出シタノデ，之ヲ機禽ニー慮コレマヂノ成績ヲ

纏メルコト・シタ．

 前編ハ主トシテ事業成績並二非結核性疾患二

封スル種々ナル統計ヲ集録シタモノデアリ，後

編ハ結核性疾患二封スル統計報告ヲ主眼トシタ

モノヂアル．

［ 76 ］
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第2章総括年表 （第1表一頻3表）

 之ハ基幹的年表ヂアツテ，1ケ年聞二於ケル

事業ノ大勢ヲ通覧スルニ便ナラシ上蓋モノヂア

ル．以下逐次之二解設ヲ加フルコ1・ ＝スル．

第1表
昭和1・晶晶鞍（自1月白12月）

受 新
診
者

数 再

別陣丁丁．翫
來  2105  2270  4375

來255523904945

患家．訪問敏   54  28  82

死亡家庭訪問敷  175 169 344

依頓消毒濟数 95

視  1501  1484  2985

結

核

性

疾

患

X

來 病 類 数

第一次肺結核
第：二次肺結核
漏性亜乾挫肋膜炎

肋膜癒着肥厚
腹   膜   回

腸   結   核1

泌尿生殖器結核’

透

線［撮 影9180171

樵

樵

検．

疾  10  11 21

便  31 29 60

隣
i其

  黙

非蕪

結蒙

痴女
   g

2711277
3SS 1248

       結   核1

 結   核

他  結  核1

     ト
吸

野

鴨

縄

尿

   人   疾
  皮膚・性病・皮下組織

核 骨 及蓮動 器

器

器

器

系

器

患

54 li

6g 1

9

01

5
io I

ls 1

1

146

263

89

96

47

47

33

51

92

31

31
，gI

i41

Li

147 i

計

548

606

105

161

40

 3

 6

36

39

 2

  一薦
290 ！ 553

95 i 184

123 1 219
57 1 104

g一 ’gi

51 ！ 98

28 ［ 61

査 梅   尿 142 212 354 新陳代謝・内分泌系 81 109 190

性 傳 染性疾 患1 2 4 6
1

赤   沈 覗      器1 7 5 12

敷 疾 慰      器 7 4 11
i

1マント 394 385 779

患

寄  生  轟 歯

?  質   病

 23P 16 1劉 52

Q8
1

人 工 氣 胸 209 234 443 其 他 疾 患i 4 5i 9

病  名  未 定1 149 146 295

盧 置 152 147 299 異状ナキモノ 303 324 627

非結核性疾患総計 1313 1516 12829
5899太陽燈二二激 5781 11680

 （1） i新來並二再來患者藪

 新來患者数ハ言フ迄モナク其ノ年度＝於ケル

新患者ノ総意デァリ，再來患者数ハ同一患者二

就テ2回以上ノ訪所藪：ヲ合算シタモノデアル．

薪來並二再來撒ヲ併セタモノが延人員トナル．

但シ軍二太陽燈照射ノミニ來所シ，其ノ際留員

ノ診察ヲ受ケナカツタ：場合ハ之ヲ再來ノ中ヘハ

加算シテヰナイ．

 公立健康相談所ハ特殊ノモノヲ除イテハ一般

二治療行爲ヲナ■」 X“ルヲ原則トシテヰルノデ，

一般病院ト異り再挙患者敬ハ甚ダ勘イ．

 11，12年度ノ如キハ新來数ニモ劣ツテヰル．

［ 77 ］
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第2表
昭和11鞍概鞍（自1月至12月差

匠 別 男 女 計 新 來 病 類 激 男 女 計

受 新   來 4640 5442 10082 第一・次肺結核 375 452 827

診 第二i欠肺結核 431 416 847
者数

再   來 3443 3562 7005
結
灘性亜乾性肋膜炎 128 106 234

核 肋膜癒着肥厚 312 340 652

患家訪間数 37 20 57 性
腹   膜   炎 19 79 98

腸   結   核 0 6 6

死亡家庭訪問数 159 192 351
疾
泌尿生殖器結核 5 1 6

患 腺   結   核 18 73 91

依頼消毒濟数 141
骨   結   核 38 77 115

其  他  結  核 7 5 12

X 透   覗 3927 4421 8348
  一 一    

呼   吸   器 387 377 764

消   化   器 514 546 1060

線 撮   影 326 3361 662 循   環   器 166 173 339

非 再再  経 367 653

槍   疾 5 10

i 15 泌尿調 106 156

結 婦 人 科 疾 患i 146 146
槍 1

槍   便 53 64 117 皮膚・性病・皮下組織1 981 69 167

i 核 骨 及 運 動 器 92 67 159

査 検   尿 271  FS59i 730 新陳代謝・内分泌系 283i 507 790
1 性 傳 染性疾 患 131 14 27

赤   沈 66 62 128 視      器 6 4 10

激 疾 購      器 11 15 26

マ ン トー 674 839 1513 寄  佐 轟  病 24 35 59

患 瞬   質   病 19 16 35

人 工 氣 胸 894 636 1530 其  他 疾  患 10 5 15

1 病 名 未 定｛ 121 119 240

庭 置 157 1911 748 黙ナキモ・11227 1321 2548

555510611
非結核性疾患総計

133・71・887 7194

太陽燈照封数 6056P

 帥チ診噺乃至相談ヲ本旨トシ，其ノ後ノ庭置

ハ治療施設二四ネルト云フ相談所本來ノ立前ノ

顯レデアル．

 爾ホハシガキニ於テモ述べタノヂァルガ，10

年度二於テハ機能ノ凡テヲ陰雨シ得ザル種々ナ

ル事情ガアツタノヂ，新來藪モ比較的少イガ11

年度二於テハー一躍シテ前年ノ2倍以上トナリ，

12年度二一ツテ更二其ノ藪ヲ加ヘテヰル．

 之ハ所員並二丁路者ノ努力ニヨリ，和談所二

劉スル縣下一般ノ認識が漸訣深Vツタガタメニ

外ナラヌ．

 （2）患家訪問

 敷患家訪問ハ看護婦ヲシテ當ラシメテヰル．

 之ハ毎年東京二於テ大日本結核豫防協倉主催

ノ下二行ハル・結核講習ヲ受ケ，看護婦トシテ

結核二封スル充分ナル知識ヲ有スルモノヲシテ

行ハシメテヰル．之ヲ訪問看護nt5〈ハ胱會看護

婦ト稻シテヰル．

 旧師ノ渤誘叉ハ患者側ノ希望ニヨリ訪問看護

婦ヲ定期二患者家庭へ丁丁シ，療養上ノ種々ナ

ル祁談二與リ，患者並二家族ノ歌況，生活様

式，病室，家屋ノ構造等詳細二亘ツテー定ノ訪

［ 78 ］
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第3表
昭和12鞭珊珊（自1月至12月）

匠 別  男

受
診
者

撒

新

再

來

來

患家心急敷

死亡家庭下間数

5399

4118

24

186

女

依頼消毒濟数

x 透 覗

5904

計  新酒病類数 男

11303

3800 p7918

   
12 i36

178 1364

  ｝、34

結

核

性

疾

患

第一i爽肺結核
第二i欠肺結核
二三亜乾性肋膜炎

肋膜癒着肥厚
腹  膜  炎
腸  結  核
心尿生殖器結核

268

371

83

356

28

 0

 1

 4

36

 7

昼

下

   4569 1 93。9

扇

骨

其

撮 影

 1橡
橡！

陣

疾

4740 1

476 1 399

 E
43 1 34

46 1

875

77

r呼

 消
 循
非 紳

 泌

 結

 結

他 結

 吸

 化

 環

 尿

 早

島

核

核

仁

子

器

系

盟

患

324

339

76

427

72

 5

 4

30

48

 3

     人  疾  結 婦
77 陵膚性病・皮下繍

433

481

135

278

94

448

480

121

283

128

106

50

82

655

81

計

査i槍

数
赤

便・

3i i

尿i488 1 638

沈｛344237

・マントー

照降及運動器
・・26蔵回代謝’醗泌系

  性〔耳癖性疾患
581

1o18 1 1105 1 2123

人工氣胸10036211624

78

83

430

12”

10

17

 7

3

 8

592

710

159

783

100

5

5

34

84

10

 1覗      器

疾1聴      器

 寄 生 轟 病
患嘩  質  病
 1其 他 疾 患

6

5

11

3

7

881

961

256

561

222

106

128

165

1085

20

16

22

18

6

15

78

Q098

77い552106 4204

虞    置

ｾ陽燈照封藪

110

Q669

101

Q710

211

T379
非結核性疾患総計 42郊5768821

問カード」二記入シ，之ヲ一員二呈示シ，相談所

1・患者トノ連絡ヲ階下シメルノデアルガ，所員

ノ手不足ト患者測ノ理解ノ不足トノタメ＝遺：憾

ナガラ本縣ヂハ此ノ：方面ノ利用者が甚ダ勘イ．

 改善二資スベキ私案ヲ著者等自身ツテハヰル

ガ，経費其ノ他ノ鮎二於テ早急ノ實現ハ困難ヂ

アル．

 （3） 死亡家庭訪問数

 當相談所ハ金澤市聴ト連絡ヲトリ，結核死亡

者ノァツタ場合ハ其ノ通知ヲ受ケルコトニナツ

テヰル．ソレニ依ツテ該家庭へ訪問看護婦ヲ涯

造シ，病室ノ消毒並二遺家族ノ健康診断ヲ勧誘

スルコトニナツテヰル．之一且ツテ屡々初期結

核ヲ嚢見シテ治療三二豫防二大ナル貢職ヲナシ

ツ・アル．市臆ヨリ報告ノアツタモノノミ訪問

シテヰルノヂ，其ノ数ハ3ケ年ヲ通ジテ略攣ラ

ナイ．

 （4） 依頼：浩削回ミ藪：      ’

 之ハ死亡者家庭訪問二際シ家屋溝毒ノ勧誘二

臆ミジタモノノ藪デアル．10年ヨリ11年mカケテ

ハ祁當其ノ数ヲ増シテハヰルガ，未ダ希望者ハ

僅々3軒二1軒ノ割合デアツテ北陸人ノ消極性

【79コ
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ヲ物語ツテヰル．

 （5） 「vントゲン槍i査

 ”Ohne R6ntgen keine Medizin“ハ現代臨肱讐

家ノ齊シク痛感スルトコロヂアリ，殊二肺結核

早期診断ノ如キハ「レントゲン装置ナクシテ正

鵠ヲ期シ得ナイ．結核相談所二於テハ種々ナル

診断用施設ノ申デX線装置が最重要ノ地位ヲ占

ムルモノデアルコトハ論ヲ倹タナイ．

 從ツテ我々夢裏クトモ胸部ノX線診断二心シ

テハ最大ノ努力ト研鑛トヲ積ンダノデァツテ，

此ノ方面口熱シテハ些力自負スルトコロガァ
ノレ，

 表二就テ計算シテミルト3年聞ヲ通ジテ全忍

所者ノ8割以上二［レントゲン槍脇ヲ施シテ居

り，之ハ結核相談所トシテ當然ノ事ナガラ機能

ノ主力ヲ之＝注イダ跡が窺バレル．

 叉X窮眞撮影モ年ト共＝多キヲ加ヘテヰル．

 上ノ如キX線ノ利用率ハ正二全癒相談所ノ首

位ニアル．

 （6） 其ノ他ノ諸槍査

 受忍ハ多ク患者カラノ要求＝ヨツテ行ツテ居

り，赤沈槍査ノ如キモ比較的長ク経過ヲ追求シ

得ル見込ミノ患者二手テノミ行ツテ居り，只1

回ノ來所者二足シテハ殆ンド行ツテオラヌ．當

所二於テ赤沈楡査ノ手本トナツタモノ過多ク人

工氣胸療法施行ノ患者ヂアル．「ツベルクリン

反慮ハ15議以下ノ學童並二乳幼晃二就テ行ツテ

居り成人二行ツタモノハ少数デアル．封象トナ

ツタモノハ學校ヨリ依頼ノ首記槍査，結核死亡

者ノ遺家族其ノ他ヂアル．此ノ歎字モ年ト共二

漸壌シテヰル．試駒方法ハ傳研製奮ツベルクリ

ン」1000倍溶液0．1ccヲ皮内＝接種シタ．

 （7） 人工氣胸療法

 人工氣胸療法ハ肺結核二針スル卓越セル療法

デアルト同時二，周防帯封スル感染防遇ノ方法

デモアル．其ノ意味地曳テ全国ノ相談所デハ齊

シク本療法ヲ施行シテヰル．外來氣胸ノ可否＝

關シテハ議論ガアルガ，我々ハ適慮症ヲ叢見シ

タル場合ニハ，一・底入院治療ヲ懲悪シ，事情＝

ヨリ之ノ不能ナルモノニ封シテハ外來二於テi氣

胸ヲ施行シテヰル．氣胸療法二關スル成績ノー

部ハ既二著者等ノー人竹谷ニヨツテ報告セラレ

テヰル．全般＝亘ツテノ報告入魂二機會ヲ得テ

稜表シタイト考ヘテヰル．

 本表二於ケル書誌ハ氣胸ノ延回数ヲ現ハシタ

モノヂアツテ，昭和12年度ノ如キ1624回1日卒

均4人以上義歯リ，相談所トシテ此ノ数字ハ些

力誇ル＝足ルモノガァル．

 （8）虚 置

 右心トアルハ，塗咽，洗眼，外傷虞置，胸液

排除等デァツテ特二解説スベキコトハナイ．

 （9） 太陽燈照射

 樫7吹ノ太陽燈浴室ヲ設ケ，一定ノ照射力e・一・

ド」ヲ作り，見童ヲ法楽トシテ行ツテヰル．之

ハ昭和9年度二設備シタモノデ，10年度ニハ既

二利用者延払1萬ヲ突破シテヰル．

 然シ12年度二至ツテ利用者数が牛減シテヰル

ノハ當時市内各小製法二於テ績々太陽燈ヲ購入

設備シタタメト，他方同年「ツベルクリン反慮

陽性ノモノ；太陽燈照射ヲ行フ事ハ甚ダ危瞼ナ

リ」トノ浮説が前馬二行ハレタタメニー時利用

者ノ激減ヲ見タガタメト思バレル．

第3章新來病類数

     第1節結核性疾患
結核性疾患二關シテハ後編二於テ詳述スルノ

ヂ蝕ニハ省略スル．只分類ノ法式二關シテ概説

スルニ止メル．

 （1） 第一・次肺結核

之ハ初期攣化群ノミヲ見ル場合デァツテ，時

間的経過ニヨツテ薪鮮ナルモノヨリ全ク石刃化

セルモノマデ種々ナル段階ガアリ，所謂軟性並

二硬性初期攣舞岡ノ凡テヲ包含スルモノデァ

ル．從ツテ定型的小見結核二驕スルモノモー括

シテ此ノ項目二算入シタ．

 （2）第二次肺結核

［ 80 ）
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 之ハRankeノ第2馬込第3期肺結核二相當

スルモノデァツテ血行性播種像，肺尖結核，早

期浸潤竈，通常ノ慢性国軍等ヲ包括スル．

 （3）肋膜炎

 漁性肋膜炎中国ハ通常ノ滲出性肋膜炎ノ外二

所謂異型性肋膜炎ト稻セラル・包磁性肋膜炎，

外套欣肋膜炎，葉間肋膜炎，縦隔貴肋膜炎等ヲ

モ含ンヂヰル．

 （4）肋膜癒着肥厚

 甚ダ輕微ナルモノヨリ殆ンド全面＝亘レル高

度ノモノニ至ル肋膜癒着乃至肥厚ヲ含ム．

 （5）腹膜炎

 猫立ノ形ヂ來タモノ並二戸腹膜炎ノ形デ來タ

モノノ中腹膜炎ノ症状ノ勝レタモノハ之二算入

シタ．

 （6）腸結核

 胸部所見が甚ダ僅微デ腸症状ノァルモノノミ

ヲ之二入レタ．他ハ凡テ著明ナル肺攣化二合併

シタモノデ之＝ハ算入シテヰナイ．

 （7）腺結核

 胸廓内淋巴腺以外ノ腺結核ヂァツテ，頸腺結

核並二腸間膜淋巴腺結核が大部ヲ占メテヰル．

 （8）其ノ他ノ結核

 皮膚結核，結核性痔撰，關節結核等ヲ含ム．

     第2節非結核性疾患

 非結核性患者数ハ10年ヨリ11年ヘカケテ急激

二増加シテヰルガ，12年度二於ケル増加率ハ左

程著シクナイ．共ノ代りニ診察ノ結果異常ヲ認

メザルモノノ藪ガ3ケ年ヲ通ジテ躍進的増加ノ

ー途ヲ辿ッテヰル．之バー般大衆ノ結核一早期診

断二封スル理解ノ深マリト考フルコトが出來ヤ

ウ．非結核性疾患ノ中最多数ヲ占ムルモノハ消

化道ノ疾患ヂァルガ，百分率カラ見レバ逐年減

少ノ傾向ヲ示シテヰル．然ルニ呼吸器，新陳代

謝病（主トシテ脚氣），紳維系統ノ疾患等が漸次

トツテ代ツテ頭角ヲ現ハシテ來テヰル．呼吸羅

系統ノ疾患二就テハ言フ迄モナイガ，団平ハ既

二初期二於テ全身倦怠，胸背痛等ノタメニ初期

結核ヲ疑ハシメルモノデアリ，叉祠脛系疾患ノ

中肋聞祠1経痛，肩脾部紳経痛等が大部分ヲ占メ

テヰルノヂアルガ，之等モ其ノ疹痛ノ部位的軍

馬ノタメニ肋膜炎乃至脊椎結核ヲ懸念セシムル

モノデアルコトハ周知ノ事ヂアル．斯ノ如キ疾

患が非結棲性疾患中ノ多クヲ占メテヰル事ハ，

結核相談所トシテ洵二興味深イモノガアル．

 非結核性疾患ノ中ヂ内科的疾患以外ノモノ

ハ，大抵各專門歯二途患シテ診断ヲ乞フタモノ

ヂアル．例ヘバ婦人科疾患ノ大部分ハ肇国赤十

字支部産院ヲ煩ハシタモノヂアリ，叉内科的疾

患ニシテモ結核以外ノモノヂX線検査ヲ要スル

モノハ，母地大玉病院ノ粗暴的診療科＝依頼シ

タモノヂアツテ，消化道ノ癌，潰瘍等ノ殆ンド

凡テハ同科ノ診断二侯ツタモノデアル．共ノ他

疾患二審ジテ市内ノ各：專門閉業讐ノ診断ヲ受ケ

タモノモ少クナイ．蝕二其ノ好意ヲ謝スル．

 非結核患者ヲ分ケテ次ノ17種目トシタ．之ヲ

更二病類別二細分シ，其ノ申ノ主ナルモノニハ

3ケ年ヲ通ジテノ月別，性別，並＝年齢別表ヲ

添附シタ．第4表ヨリ第19表マヂガソレデア

ル．以下逐次之二解説ヲ加フルコト・スル．

 （1）呼吸器系疾患（ac 4表）

 實籔：，百分率共＝年ト麻田増加シテヰル．此

ノ中連モ多数ヲ占ムルモノハ薄肉枝炎ヂァツ

テ，獲熱，咳漱，喀疫等ノ症歌ハ，殊二其ノ遷

延セルモノニアリテハ一般人ヲシテ結核ヲ疑ハ

シムルモノデァリ，結核相談所トシテハ氣管潮

岬患者ノ多数ニァルコ1・ハ當然ノ現象デァラ

ウ．

 風邪，感冒等ノ診断モ相當二野イガ，12年度

二戸ツテ其ノ数ヲ減ジテヰル．

 此ノ年ノ「カルテ」ヲ通覧スルト解熱ノ対聯シ

タ患者が多ク，之ハ矢張リ国学セル熱襲ノ結果

結核二疑ヲ置イテ訪所由ルモノヂアル．

 次二子供ノ百日咳が多イガ，之モ氣管枝炎同

様特異ノ痙攣湊山至ル以前＝ハ，其ノ執拗ナル

咳漱ノタメ往々結核ヲ疑ハシムルモノデアル．

 月別二分類シテ見テモ特異ナ事象ハ馬引ラレ

ナイ．一般疾病ト大約並行シテ増減シテヰル様

ヂアル．年齢別二見ルト4歳カラ9歳迄ノ幼見

二最：モ多イノハ氣管枝炎＝由ル．

［ 81 ］
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第4表 呼吸器系疾患
11年度 12年度

月   別 年  齢  別、＼  年 度  、、、病類別＼＼一＿

月 男 女 年馴 男 女

鼻     炎

~  膿  症

Aデノ イ ド

?邪・感 冒

?管 枝 炎

u     咳

x     炎

x  氣  腫

?ﾘ語喘息
｡隔膜弛緩症
ｴ  ノ  他

@9
@4
@19
@24
P95

@22

@4
@3
@7
@2
@4

  1P0 1  19 73

W3

U7

V6

W9

X5

X1

W0

W7

X2

V5

T8

唐U

82

U5

V0

X7

W0

P00

X4

W2

P02

V6

U5

T9

70

P40

X4

V1

S7

T2

R6

R5｝

Q61
P8；19127

145

P23

W0

P03

P37

P17

U3

U4

S2

R2

P7

Q2

P8

U3

293  881
計 972

V患者総籔二封スル％

6．7 7．5 1 7．8

�糾j患者総数二封スル％

10．3 1α5」1α0
計 1966 972

第5表 消化器疾患
  年 度
a類別

10年度 11年度112年度 月 別 年 齢 別
一  一 一

口  内  炎 2 6 7 月 男 女 年 齢 男 女

アンギーナ 8 7  6P
一  一  ｝ 一 一

P 1 59 55 0－4 120 95
扁 桃 腺 炎 29 20 i 21

II 1 64 54 5＿9 89 45

咽喉加答児 32 34 42
II【 i101； 86 10－14 83 49

食  道  癌 0 0 4  l   E
hV 1 821 91 15－19 135 144

胃 加 答 児

ｰ     炎

ﾝ腸加答児

208

W5

P8

587

P56

S1

517

P51

Q9

VVIVI正 i1161
P371 1174i

i：1190 20－24

Q5－29

R0－34

130

P30

P07

169

P43

X8
胃     癌 13 21 13

VIII 1471 151 35－39 106 130
胃  潰  瘍 9 17 14

IX 122 155 40一副 80 106
胃 下 準 症 48 37 42

X 102 106 45－49 77 87

十二指腸潰瘍 3 7 13
x【 93 90 50－54 67 97

加答児惟黄疸

｣  石  症

67  13
o 9

74

XII 51 52 55－59 48 73

錨様突起炎

 19

i 12 1  17 計 1258 1316
60－64
U5－6gl

45

Q2

45

Q4
移 動 盲 腸 4 ｝4 70以上 19 11

消化不良症 27 ｝ 21 12

常 脅 便 秘 30 1 22 計 1258 1316

直  腸  癌 0 1・

痔

耳

其

総

   腸
   核
下 腺 炎

 ノ  他

   数

 2

 2

 4

 8

553

7

10

4

25

遍60

新患者丁丁二丁
スル％
’非結核患者総敏

二封スル％

12．6 i 10．5

19．5 1 14．7

11

 6

 9
12

961

8．5

10．9

［ 82 ］
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第6表 循環辮系疾患

病類別

年 度

心臓辮膜面
心  筋  炎

心臓神経症
心臓肥大症1
狭 心 症1

大 動 脈 瘤

大 動 脈 炎

大動脈硬化症

動脈硬化症1
麟

貧

滴

心

高 門

門

溢

頚

回

ノ

10年度

i一一一一一一

i 34

 血1
 血1

 心
 炎
駆 症

 他

 絡    敷

一薪恵著穐藪二二
スル％

非結核患者総数
耳蝉スル％

4

0

10

2

2

10

10

79

5

21

0

0

0

7

ユ84

4，th

6．5

1岬度

51

13

 6

18

 0

 4

15

29

145

 7

21

 5

 5

 8

12

339

3．4

4．7

12年度

eq

 5

17

 7

 5

 3

 5

25

125

 8

10

 0

 0

 0

 2

256

2．3

2．9

月 別

月1男 女
 ［
1 1 27 1 13

11 1 44 1 41

111 1 42 i 37

1V 1 28 1 30

V 1 30 1 44

V夏  34  45

VI［ 1 31 1 30

VI［Il 34 1 29

1X 1 36 ］ 45

x i 31 1 36

X［ 1 30’ 1 22

XI1  23  エ7

年  齢  別

年酬男 女
0－4 g 4

5－9113
10＿14i 10
    
15－191 9
20－24  ユ7

25－29 1 16

30－341 14

35－39 ｛ 23

40－44 … 25

45－49 1 37

50－54  56

55－59… 61
    
60－64 1 56
   1
65－69 1 28

7・以上i2・

計  390

 2

10

 9

23

27

27

18

26

39

40

45

54

36

21

12

38q．

 5：歳カラ14歳迄ハ梢減ジテヰルガ，15歳カラ

24歳迄が再ビ多クナツテヰルノハ，此ノ寺門ハ

所謂結核年齢デアツテ，從ツテ結核二四心ヲ右

スルモノが最モ多イ事ヲ物語ツテヰル．

 （2）消化器疾患（第5表）

 實数二於テハ非結核性疾患中ノ首位ニァル

ガ，百分率カラ見レバ年々減少ノ影響ニァル．

 之ハ症状が明カヂ何等結核F關係ノ存シナイ

様ナモノハ漸次減少シタガタメヂアツテ，之モ

結核相談所認識ノーツノ顯レト見得ル．

 消化道疾患ノ中最：多歎ヲ占ムルモノハ胃腸ノ

加答見性疾患ヂアツテ，ソレモ急性ノ激シイ症

状ヲ訴ヘテ來ルモノハ僅少デアツテ，慢性症ト

ナリ食欲不振，倦怠，禮重減少等初期結核二通

有ナル苦訴ヲ以テ訪レルモノが最モ多イ．

 月別二見テ特異ナ黙ハナイ．6月ヨリ8月＝

カケテ多イ様デアルが二二：普遍的ナ現象デア

ル．年齢別二見テ○歳ヨリ4歳迄ノ聞唱和當多

イノハ乳幼晃ノ消化不良症が大部分ヲ占メテヰ

ルタメデアル．以後一度減少シテ15歳ヨリ40歳

位ノ聞二最モ多イ．

 （3）循環蕃系疾患（第6表）

 百分率ハ年々低下シテヰル．動脹硬化症並二

辮膜症が最モ多イ．動脈硬化症ハ患者ノ附添人

乃至一結一死亡者家族ノ結核槍診ヲ行ツタ際獲

見シタ一種ノ副書穫ヂァル．辮膜症ノ如キモ多

クハ輕症ヂァツテ患者ノ自畳セザルモノが多

ク，偶然ノ獲見二品ルモノが多イ．

 月別ニハ六二記載スベキ事ガナイ．年齢的二

見テ50歳ヨV 64tw迄ノ間二多イノハ動脈硬化症

ノ多イタメヂアル，

 （斗）祠脛系疾患（第7表）

 此ノ中多籔ヲ占ムルモノハ祠1経衰弱症並二耐

二言殊二引治部及肋間祠脛七並二腰部祠1経痛ヂ

アル．祠脛衰弱症ハ多ク青十年十二來リ，倦

怠食思不振，不眠等ノ症状ハ其ノ年齢ト併セ

テ時＝初期結核ヲ疑ハシムル．但シ此ノモノノ

百分率ハ12年度二至ツテ急激二減少シテヰル．

［ 83 ］
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第7表 祠1経系疾患
＼ ＼年 度  ＼

1。年度1噸
12年度

月別（3年通計） 年齢別（3年通計）

  、  、
a類別 ＼＼    、    ＼ 月 男 女 四則 男 純

一
一  一 一   ｝  一     冒  一 一 一

早護性痴呆症 5 3 4 1 51 36 0－4 8 4

紳経 褻 弱 51 183 100 II 43 47 5－9 5 6

牛 身 不 随 2 2 0 m 51 55 10－14 13 8

脊  髄  炎 0 8 2 【V 39 53 15－19 106 111

小 児 麻 痺 0 4 1 V 58 85 20－24 118 126

脊  臆  霧 2 10 5 VI 77 96 25－29 101 95

顔面顧経麻痺 0 9 4 V【【 71 88 30－34 79 99

三叉紳経痛 0 13 0 VII【 51 69 35－39 54 86

偏  頭  痛 2 4 11 正X 60 67 40－44 44 53

多護神経痛 31 44 29 X 58 67 45－49 41 55

副甲部紳経痛 37 84 121 XI 66 72 50－54 33 55

肋骨帥纒痛 52 176 205 XI〔 39 38 55－59 29 34

腰部帥経痛 18 53 58 60－64 19 22

坐骨神経痛 10 39 21 計 664 773
9 10

職業的廣痺 0 4 0

65－69@ 170以上i

5 9

其  ノ  他 9 17 4

v
＿ ＿    一   一一  ｝  ｝一一 一一一

U64 773

総    敷 219 653 565

新患者総数二封スル％一 一 一一一一   一   一  一   一  一  一 一 一  一 一 ＿

5．0 6．5 4．9

非結核患者三三二更スル％

7．7 9．1 5．0

第8表  新陳代謝・内分泌系疾患

10年度 11年度 12年度
月   別 年齢別1＼＼、奮度

a類別＼ ，月 年 齢 男

脚     薄

n  尿  病
b状腺腫・バセ
hウ
S  倭  病

167

@1
@9
P3

723

Q5

P6

Q6

1027

@17

@15
@27

総    激 190 790 1086

 男㎝ ｝     一  一

@18
@25
@27
@3工

@46
@79
@122

@155

@131

@90
@53
@27

4．3 7．8 9．6

非結核患者総数二三スル％

6．6 1L・1・a3

0－4

T－9

P0－14

P5－19

Q0－24

Q5－29

R0－34

R5－39

S0－44

S5－49

T0－54

T5－59

U0－64

U5－69

V0以上

56

@7
R3

P63

P37

W1

V2

S7

U0

Q5

S1

R3

Q8

@9
P2

計 804  1 1262

21

P4

V2

計 804 1262
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 次二上記ノ種：々ナル祠1経痛酷，下妻ノ部位的

關係ヨリ屡々肺尖結核，肋膜炎，脊椎結核ヲ疑

ハシムルモノヂアルコトハ周知ノ事デアリ，事：

實之等患者ノ大部分ハ上記結核性疾患ヲ疑ツテ

高所シタモノデアル．

 伺ホ表二就テ見得ル通り，高調ノ祠1経系疾患

ノ殆ンド全部ハ12年度二心ツテ減少シテヰル中

二上記紳経痛ノミハ實数，百分率共二増加ヲ示

シテヰルコトハ，來所者ノ目的が漸次結核相談
所森ノ希望配賦ヅキハアル事ヲ示スモノト

シテ洵二興味深イモノガアル．

 月別ニハー一般疾病ノ増減ト並行シテヰル様デ

アル．年齢別二見ルト結核＝最：モ關心ノ乱曲ル

ベキ15歳ヨリ29歳迄ノ青雲年ma ＝多イノが注目

サレル．

 （5）新陳代謝，内分泌系疾患（第8表）

 實数，百分率共二年々増加ノー途ヲ辿ツテヰ

ル．数二面テ消化器疾患二次イデヰル．内分泌

系ノ疾患ハ甚ダ僅少ヂアル．大部分ハ脚氣症ニ

ヨツテ出監ラレテヰル．脚氣二次デ「ヴヰタミ

ン鉄乏症ノ最：多藪ヲ占ムル何塗櫛ノ如キハ，大

部分太陽燈照射ヲ希望シテ來所シタモノデァ
ノレ．

 脚氣ハ其ノ症歌未ダ顯著ナラザル初期乃至潜

伏期二於テ既二全身倦怠，氣力減退，胸背痛等

ノタメニ屡々結核ヲ忌日シムルモノヂァル．

 殆ンド凡テハ初期ノモノデアリ，シビレ感乃

至浮腫等ノ存在スルモノハ僅少ヂアツテ，來所

ノ目的モ結核二懸念ヲ有スルモノが大多藪デァ

ル．季節的二観ルト7月ヨリ9月ニカケテ脚氣

ノ頻獲期二王二増加シテヰル．女＝多イノが目

立ツ．

 年齢ノ瓢ヂハ15歳ヨリ24歳迄ノ所謂結核年齢

二面二多イガ，之附録ノ年齢二於ケルモノが面

一結核二關心ヲ右ツテ多ク來所スルカラデァラ

ウ．

 （6）泌尿器系疾患（第9表）

 腎臓炎が縄封多藪ヲ占メテヰル．然シ病状ノ

顯現性ノモノ田富ク，多クハ漫然ト全身違和ヲ

訴ヘテ來所シ，初メテ獲見サレタモノヂァル．

第 9 表

 病 類

腎  臓

遊  走

腎  判

別1・年度111年劇・2年度

炎i

腎

炎

膀胱カタール
夜

腎 臓

其

尿

ノ

 病
結 石

 他
総

新患置網敷二藍
スル％

非結核患者二三
一封スル％

68

3

17

5

0

2

8

103

2．6

3．6

113

 2

 5

21

 6

 0

 9

156

1．5

2．2

178

 4

 8

27

 5

 0

 0

222

2．0

2．5

（7） 婦人科的疾患（1第10表）

第  10 表

｝1・鞭 11年度 12年度 一

     1
D ・  娠1
q富内膜炎1子 宮 後 屈

24

R9

31

P0

P2

13

P5

P4

子宮護育不全 0 6 8

子 露 筋 腫 2 3 4

子  宮  癌 0 2 0

子宮外膜炎 4 0 0

附 薦 器 炎 12 52 38

卵 巣 嚢 腫 0 3 4

卵巣機能不全 11 10 4

更年期障害 11 o 3

孚L    癌 0 3 0

其  ノ  他 6 11 3

82 143 106

新患者総敷幅封1
Xル％    ・

1．9 1．4 α9

非結核患者総数1
�父Xル％  1

一  一  一   r    －

Q．0 1．2

 百分率早年ト共二減ジテヰル．

 妊娠ト附事忌炎が最モ多イ．姫娠ノ中ニハ他

讐ニヨリ肺尖カタル乃至肺門淋巴腺炎等；ノ診断

ヲ受ケ，妊娠織績ノ可否二關シ相談二來所シタ

モノが相當ニアル．

 附二二炎ハ殆ンド凡テ慢性ノモノデァツテ，

其ノ遷延セル疹痛乃至微熱ノタメ結核性腹膜炎

ヲ懸念シテ來所シタモノが大部分ヂアル．
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 街ホ緒言二於テ述べシ通り，之等ノ診断ノ殆

ンド凡テハ金澤市ニアル日本赤十字支部塵院ノ

手ヲ煩ハシタモノヂアル．

 （8）皮膚科的疾患（第11表）

       第  11 表

病 類 別 10年度 11年度 12年度

q     疹 22 34 17

廊     懸 4 9 15

薫  廣  疹 6 11 19

済     癬 3 3 0

丹     毒 4 1 6

甲形禿頭病 6 1⑪ 8

帯 朕 庖 疹 0 0 2

水  庖  症 2 5 0

蜂窩様織炎 0 4 0

各部淋巴腺炎 23 11 24

淋 巴 肉 腫 2 4 2

徽     毒 8 22 10

淋     疾 9 7 i 6

第 四 性 野

? ノ  他

09
o1451
 ●@ 2
@17k．．一＿＿

総    数 98 166 128

一新患者総敷二封スル％

22  1．6 1．1

非結核患者総敷二三スル％

3．4 2．3 1．5

第  12 四

病 類 別   「P0年度111年度＿一    1 12年度

?    折

ｼ     挫

劃 613 511

打     撲

∴�鴻Cマチス

ﾘ肉ロイマチス

12
A9ヨ71

45

R2

X

59

T4

S

膝 關 節 炎

ﾒ關 節 炎

7i2 1 11

P2

11

R

足 關 節 炎 2 13 7

其ノ他ノ關節炎 0 ヌ 0 4

腱  鞘  炎 0 1 8 0

筋     炎 O l 3 4

骨  膜  炎

ｴ  ノ  他

ll 34 25

一   一

総    歎 61 「 159 169

｝   『 一一 一 一 一          一 一  一 山 一

 1P．4 1．6 1．5

非結核患者総数二封スル％

2，2 1

@1
2．2 1．9

 丁丁，置形禿頭病，表在性淋巴腺腫脹一等が多

ク，大部分太陽燈照射ノ封象トナツタモノデア

ル，勿論相談所ノ希望スベキ性質ノ患者ヂハナ

イノヂ，百分率停年ト共＝減少シテヰル．

 （9） 二二運動器疾患（第12表）

 打撲傷及下節ロイマチス」ガ多イ．打撲傷ノ

多クハ骨折等ノ疑ヲ以テ「レントゲン槍査ヲ希

望シテ來タモノヂアル．關節ロイマチス患者ノ

中＝ハ結核性關節炎ヲ誤認シテ來タモノモ少ク

ナイ．

 （IO） 傳：染性疾患（第13表）

第  13 表

病 類 別
12年度一             一 『 一

腸 チ フ ス

aフテ リ 一

?    疹
}ラリヤ1水   痘1

10年度「11年度  1 －－闇一 『1   一 一

@〇 1  1
@1    2

@3 ［ 12
@11 6
@5ト 6  1

0・

P478

101 27 r

20総    二
嚏ｳ者丁丁二封スル％

1一一一一

P 0・3 0．2

非結核患者総数二封スル％

 0．2 1

cα逗引 α4   1

0．2

 麻疹，水痘ノ如キが目立ツテヰルガ，大部分

ハ獲疹獲現以前ノ禮温上昇ヲ訴ヘテ來斯シタモ

ノデ，爾3回ノ通院ヲナサシメテ確診シタモノ

デアル．

 （11）覗器，聴器，盟質，寄生門門（第14表

    一第17表）

第  14 表

病 類 別 1・・鞭i・・年劇12鞭

結  膜

ト ラ ホ

面

魂

ム

三

二質性角膜炎
色

夜  盲

総

盲

 1病I
 I
数

一一UhL一！

6

0

1

5

0

0

12

7

2

1

0

0

0

10

新患者総数二部
スル％
非結核一患者総数

二封スル％

d， lr一一5J．i

O．4 1 O．1

  4
  2

  3
  2
  3
一三一

i一一 16

L一璽

1 O．2
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第 15 表

病類別  10年度 11年度 12年度

中  耳  炎   6

ｴ  ノ  他，  5

17

X

22

O

総    数 11 26 22

鱗繍割α3 0．3 0．2

上塗馴
一＿1
Q一＿＿＿

@  0．4 0．4 0．2

第 16  表

病 類 別

記 弱 盟 質

滲出性盤質

総    三

新患者総籔二面
スル％
非結核患一者総舞文

二手スル％

10年度

25

3

28

O．6

1．0

11年度

34

1

35

O．3

0．5

12年度

5

1

6

O．1

0．1

 昭和10年度ノ上睡魔＝ハマダX線装置ノ設備

ガナカツタノデ，X線槍査ノ要アル患者ハ凡テ

大學理學的診療科へ逡ツテ診断ヲ乞フテヰタノ

デアルガ，此ノ場合ハ豫メ患者二「ツベルクリン

反鷹ヲ施シ，翌々日再ビ來所セシメテ大學へ途

患スルノ方法ヲ探ツテヰタノデアルガ，「ツ反慮

ヲ：施行シタノミヂ十度目ノ來所ヲシナイモノが

相當アツタノヂ，之等ハ全：部病名未定ノ部へ算

入シタ．以後ノ年度ニハ急激二減少シテヰル．

 （13） 異状ヲ円味ザルモノ（第19表）

       第  19 表

土 類 別 10年度 11年度

異常ヲRE｛メ’サごノレ

モノ
■新患者糖敷二三1

スル％

非結核患者総激
二封スルOo

第 17  表

627 2548

12年度

4197

14．3 1 253

22．2 1 35．4

37．1

47．6

       
病 類 別  ；10年度 11年度 12年度

1一二才旨雲量二二 30 16 9

鯛  轟  病

? 轟  病

16 1 37
U    6 1

63

総    籔  2T2 1 59 18

新患者総数二野スル％

0．2   0．6 匿 0．2

非結核患者総敷二手スル％

@1．8   0．8

一 一   一 一   一

@〇．2

 大部分ハ學童ノ集團結核槍診十二際シテノ副

牧稜デァル．百分…率ハ李均シテ年ト共二二ジテ

ヰル．

 （12）病名未定ノモノ（第18表）

       第  18 表

1・鰻1・・鰻1・2鰻 病 類 別    一                                                －

O掲各項目二二セザル疾病

V患者総数二野スル％

        ㎡  一

№｢5 ・5
一 璽   『

@0．2
 一 一

Z．1 1 0．1

0．3

021α2  1

f二＿一＿＿

a名未定ノモノ Q95
  ｝ 一   一 『  一  一 一

新患者総数二封スル％

6．7
  1
Q．4   1．4

非結核患者総数二封スル％

10．4 a3「19

 之ハ結核槍診ノ結果何等病的攣化ヲ認メ得ナ

カツタモノノ藪ヂアルガ，結核患者乃至結核死

亡者b家庭ノ結核槍診，學校，諸禽吐，官公署等

ノ健康調査二際シテ滑込敏が大部分ヲ占メテヰ

       第  1  圓
      5000

4000

3000

2eoo

異非結
常結核
雑性1000
モ二二  人
ノ患患

・・．．．・．‘，

，

9

’

ρ

’

，

9

’

9

，

9

8
●

8

’

「

’

8
6

，

9

’

6

10
年
度

11 12

ル．死亡者家族ノ健康診断ダヶハ當方ヨリ積極

的二勧誘シタモノデアルガ，共ノ他ハ凡テ先方
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ヨリノ依頼ノモノデアリ，表二見ル如ク忌数，

百分率共＝年々急激ナル増加振リヲ示シテ居

り，12年度ノ如キハ非結核性患者総数ノ約回数

ヲ占メテ居ル．斯ノ如キハ結核早期診断二二ス

ルー般耽會ノ理解が年ト三二深マリツ・アル事

ヲ如一二物語ルモノヂアツテ，我等結核豫防二

志スモノノ意ヲ張メシムルモノガアル．

最：後二第1圖ハ3年闇ヲ通ジテノ結核性疾

患，非結核性疾患並二異状ヲ認メザルモノノ数

的動揺ヲ圖示シタモノデアル，

 第3節 年齢別並二月別二観タル成績

非結棲性疾患ノ中主ナル系統二一スルモノ

o

N

IO卜 卜。つ ひFl ，一1（N LΩく♪  HFイ ζ刈「→
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ひトひ。りNNOOOOHooo一め ▼一（   こNI N  ζ㌧趣N   一

o寸9
くhoo ぱ）頃 ゆ㌦Ω ひ◎潮 H  C刈ひ】 ◎o可トひトOQoooooooo一O HH  ・守・司’ 頃摩つ 1一咽。刈 c唾目

。
Φゆ

o◎eq oo oつ ，一可r尋 σ㍉r司噂 野  o寸 ◎りH◎うoo蹄OOOHNooo1の 四ζ刈 守卜噂 ㌔◎Lf｝ C刈0つ oつcq F4－  F圃一

頃
守の

ゆト・ ト・卜・ o頃 oうし6 H oc唾 HooL◎H¢h寸oo㎝ooooo
O

c刈H  ⑩o Lo寸 oつゆ N  7一｛ 聞卜囚 F→F」   F凶

。
ひぐ

頃N  卜、◎o 卜覧O  Hゆ o o◎r守 の曽。ひQO寸OOOHHNOHi頃 oり。◎ 卜◎O oo胃」［ 寸L◎ oり N寸 Hc㌧1   F1

Ψ
寸可

OC畷 OV⊃ LO①  寸0つ ［司 σ㌧㍉◎

HOLooαOOONHOHONIo寸  一
oつr［ ooo ひ】ρう 寸の   囲 亭9 頃qo 7咽ζ刈 HH

爲
B刈q「 oo oつゆ 寸。 oう HLρ 卜㎝ooひ一〇〇HN O－oo

の。っ

頃曳◎ く二，ζつ ｛Neq LΩQQ  ▽鵯→F→

r卜 州H ど）c刈 HN  F5H

@H
寸。り

卜。ら トoo ▽→QD σ～ζハ O  N卜隔 ㎝一くNODN創oo｛NHHHOH
Ooっ

Oゆ Oく』 C刈州 トひ  一

］D 一
トぱ） Fi（N  σ蝿。刈 H

ひ軸

H「㍉  oごり ひトも F→頃 cつ o㌧◎ Hの寸ODOOOOHooり孕うHH一の 卜・H  oう「ぴ   c団 oσ㌧
@F→  7一くF→       一

ト  CつF唖 ◎〇一 1一く寸  〔NF1

@㎝
eq

一 マ

@N 「肩口  o（ハ トL、 OQO 頃◎うv）トHひめ◎〇一〇H㎝ooううり。ウoIO ひσつ oOゆ  H（N Ooつ H  FイFイ       一r一司 O  C刈C刈 的寸   ζつ 円。団
g（N

M一哩

¢刈N

可曽

Dn

σへco

菖鷺

編i畠

專舘

                 爲罵
識   ＿一一一一一一＿一一＿

@＿＿一一一一．一一一一一一一一一一＿
  Oσうしf》計画G㍉ぐら㍉◎Q◎ ひN◎D 6う一㌔◎◎㌔団）◎O OH〔N寸マー0らO｛N卜・㍉◎ト
  r守Ooつ守 くNOO  一響一N◎NζNNNH          ON  Hr→一H  H円    ’一（囚              卜OQ

oo eうく＝へ。ΦaうqQ riζ唱寸ぐり。トσ㌧，一loひのゆ一曳◎L◎NOζqゆ㎝竃一く
ト・OQ O9守F1 1一｛   cu囲。つのF司nt cunt        「司F1◎Nζつ

              トくb
寸。つひしO e弓O卜・㌧◎ NON◎卜qQ頃e畷N◎QめF哩OOOじ㌔tf K）卜◎QK◎寸O
ば）ζ団OO曽▼唄     ㈹国 F｛H【警一く HPt      甲→r｛C樋HHH                            卜・o

頃LΩOLΩ寸ζ刈oo・守 o｛NC刈。層r→Or才ODOド■N oつ可卜。りN曽。卜。うN
oo守ひuひ      寸。弓LΩぱ）   1→F噌1咽    1－fH  vLΩ
F司F→F曜                               F司▼暉望

〈一（）⊂〉ト  〈一く）（）y  ぐく）（）畳一 く＜）⊂〉ト  ＜＜）⊂〉ト ＜＜）Cトト くO（）｝一 ぐ〈）⊂〉ト ぐ〈）（〉ト ぐ（）（）ト ＜＜）（）ト  ぐく）⊂）ト ぐ〈）⊂〉ト ぐ⊂）（）卜・ ぐ〈）⊂〉卜

臨艶臨畷薫F¢凸面訟諮鵬隷蠣邑
     蟹9馨母融雪‘く ． ．磁製     韻、
     彊置
蟄f”寒捷聾謎糠灘恥髄霞腰駐丑乍覇く

ま錺

ま話

。冠）

CD㎝一
〇〇」n卜」
oue噂

ゆト馬
ooり。つ。う

MOひoc樋寸
寸eう
一ぴ
守ぐ

6つしo
co a
くr㌧㊤

1咽0
7－oo co

ec N
◎り。つ

ひHH
cつOD
o as
F輔。り

FイF『

噂。つ
。りP→

cつLQ
－H
u自scコ

acハ
〇一「呵r一く

QOoo一 or
el

一noり。う
en

＜＜）Oト

黎

［ 88 ］



石川縣健康相談所二於ケル種kナル統計的報告 1593

ハ，既二前節二於テ年齢別並＝月別表ヲ添附シ

テ置イタ，次二幅グルモノハ，3年聞ヲ通計シ

テノ非結核患者ノ総和ヲ年齢別室二月別二観察

シタモノデアル．

 年齢別成績ハ第20表及第2圖＝見ル如クデア

ル．此ノ中「共ノ他」ノ項目二屡スルモノ即チ異

心 2 圖
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        （年   齢   別｝

甲串苧串苧
望 田 i2 8

常ヲ認メザルモノノ数ガ5歳ヨリ19歳迄ノ間二

於テ著シク多イノハ，主トシテ學童，生徒ノ結

核楡診が多イタメデアル．然シ全般的＝見ル

ト，15歳ヨリ24歳迄ノ間二於テ頂瓢ヲナシテ居

り，共ノ前後＝於テハ比較的急ta ＝其ノ撒ヲ減

ジテヰルノが見ラレ，殊二高年二戸ヅクニ從ツ

テ著減シテヰルノが目立ツ．前＝モ言及セル如

ク，15歳ヨリ24歳迄ハ所謂結核年齢ト稻セラル

・期間デアツテ，此ノ時代二於ケル結核ノ護病

率が最：モ多ク，世俗的＝モ此ノ事實ガー般：二知

ラレテヰルガタメ＝，結核二i封スル關心モ之等

ノ年齢ノ人々二於テ最：モ深イモノガアリ，從ツ

テ結核相談所ノ來訪者が少青年居ノ入達ニヨツ

テ其ノ大宇ヲ占メラレテヰル事ハ當然ノ：事デア

リ：叉：最モ望マシイコトデモアル．

 次附則結核患者ヲ月別二観察スルト，（第21

表及第3圖参照）大略冬期二少ク夏期二多イ結

果ヲ示シテ居り，此ノ鮎一般病院二於ケル季節
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P21灘

的攣動ド攣ルトコロガナイ．十二夏ヨリ秋ヘカ

ケテハ潜在性ノ脚氣が甚ダシク多イコトハ，前

節二於テ述べタトコロデアル．又此ノ期二丁テ

ハ滑化器病ノ如キモ少クナイ．

 只第3圖ニモ見ラル・如ク，2月二於テーツ

ノ山ヲ作ツテヰル事ハ多少奇異二感ゼラレル

ガ，之ハ學童ノ健康相談二由因スルモノデァツ

テ，卒業期叉ハ新學年ヲ控書テ激シイ勉學叉ハ

訓練二堪自得ラレル否や等二關スル個入的叉ハ

團艦的ノ相談が此ノ月二多イタメデァル．
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         ｛月  別〉

 3月ノ如キ切迫シタ時期ヨリモ却ツテ2月二

此ノ種相談ノ多イノハ万力興味ヲ畳ユルモノガ

アリ，斯ル黙二於テ，一般病院二封スル結核湘

談所ノ特殊性が窺バレル．

             第4章郡市十二観タル患者数

第22表ハ3年闇二於ケル患者総敷（結核患者  モ含ム）ヲ郡市別ニシ，更二季節ニヨル患者ノ

                 第  22 表
郡市 1

＼別  ＼

金澤市 石川郡 河北郡能美郡1江沼郡 羽昨郡 鹿島郡 鳳至郡 珠洲郡 郡部計 総 計
月別 ＼｝ 一  一  一   一   一

一

1 1104 78 80 15 4 13 8 9 3 210 1314

II 1923 93 128 20 4 14 17 7 2 1  9 285 2208

m 1480 150 181 47 14 21 24 17 9 1 463 1943

【V 1368 125 189 50 11 22 30 14
41
445 1813

V 1917 137 210 40 6 28 15 19 5 460 2377

VI 2146 176 274 41 14 29 28 19 9 590 2736

vH 2189 1171 258 41 14 32 35 22 17 590 2779

VI皿 1901 283 61 22 43 33 25 17 706 1607

IX 2000 1129 186 37 11 9 16 14 4 406 2406

X
186gl

78 ユ64 38 9 15 14 15 5 338 2207

X［ 1602 81 120 29 8 21 15 11 2 287 1889

XH 1292 44 77 26 4 14 15 6 3 189 1481

7

計 20791 1484 2150 445 121 261 250 178 80 i4969 25760
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動キヲ観察シタモノデアル．

 相談所創設ノ當初二於テハ，共ノ存在ガー般

二認識セラレズ，郡部カラノ來所ハ洵二僅少ヂ

ァツタ．爾來年ヲ追フテ増加ノ傾向ヲ示シテハ

ヰルガ，樹ホ郡部患者ノ総数が金澤市内患者ノ

募二過ギナイ．地方別二見ルト石川，河北ノ如

キ市二近接ノ郡昌於ケル訪所者が最モ多ク，遠

隔ニナルニ從ツテ其ノ藪ヲ減ジテヰルノハ自然

ノ勢デアル。臨画患者勲ヲ季節ニヨツテ分ケテ

ミルト，其ノ動揺ハ市部二品ケルヨリモ郡部二

三テ著シイモノガアル．郡部ニアツテハ参期二

於ケル患者減少率ハ市部ヨリモ著シイノハ，積

雪共ノ他ノタメ＝出足が阻マVルタメデァラ

ゥ．3月，4月＝至ツテ比較的急激二増加ヲ示

スガ，5月，6月＝於ケル増加牽ハ市部二於ケ

ル程著明デナイノハ農家ノ田植ト關係ガアルト

考ヘラレル．7月，8月ノ農閑期＝於ケル増加

率ハ，市部ノ此ノ季二於ケルソレヨリモ大ナル

モノガアル．9月ヨリ11月ヘノ牧穫期ニハ再ビ

比較的急激昌減少シテヰル．郎チ郡部患者ノ季

節的動キハ農業ノ繁閑ト密接ナル關係ヲ有シテ

ヰル事が窺バレル．

結

 1）本編ハ昭和10年ヨリ同12年二至ル石lll縣

健康相談所二於ケル諸種事業成績並二面結核性

疾患二：就テノ統計報告ヂァル．

 2）産血患者敏ハ年々増加ノー途ヲ辿ツテ居

り，一般機能モ年ト共二獲展充實ヲ示シテヰ

ル．殊二「レントゲン検査，人工氣論義＝於ケ

ル敏字ハ些官紀ル一足ルモノガアル．

 3）非結核性疾患二於テモ呼吸器系ノ疾患ハ

勿論，潜伏乃至初期脚氣，或ル種ノ祠i経痛ノ如

キ結核二通有ノ苦訴ヲ有スルモノが漸増シ，之

二反シー見結核ト何等關係ヲ有畜ザルが如キ疾

患ハ漸次其ノ藪ヲ減ジテヰルノハ，結核豫防相

談所ノ性質が漸次一般二理解サレツ・アル諮左

ト見徹シ得ル．

 4）來：所者中診察ノ結一軸，異常ヲ比島シ得ザ

ルモノノ籔が年々激増シテヰルノハ，個人乃至

團瞭ノ結核槍診が多クナツタ結果デァツテ，之

又結核早期診断二封スルー般ノ理解ノ深マリト

論

考ヘラレル．

 5＞ 非結核患者ヲ年齢的二見ルト，所謂結核

年齢ト稻セラル・15歳ヨリ24歳迄ノ間日於テ頂

黙ヲ示シ，共ノ前後ハ比較的急激二減少シテヰ

ル．印チ此ノ期間ノ年齢ニアルモノが結核二封

シテ最モ多クノ面心ヲ有シテヰルコトが示サレ

テヰル．

 6）非結核患者ノ季節的動キハー般病院＝於

ケルト大差ハナイ様ヂアルガ，只一般病院ノ比

較的閑散ナルベキ2月二相當多イ数字ヲ示シテ

ヰルノハ，卒業期乃至新學年ヲ控エテノ學童ノ

健康相談が多イタメデァツテ，斯ル黙二於テー

般病院二封スル相談所ノ特殊性ガアル．

 7）郡部患者ノ季節的動キが市部患者ノソレ

ヨリモ大キイノハ農業ノ繁閑ト密接ナル關係ア

リト察セラレル．

稿ヲ終ルニ當リテ恩師大里教授ノ御校閲ヲ謹謝ス．
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